
■令和2年度に閉会した「長崎県総合公衆衛生研究会」に代わるものとして、令和４年度からスタートしました。

■職員の資質向上及び本県の公衆衛生の発展を図る目的で、令和５年度から保健所設置市職員、県職員を対象とし、オンラインを取り入れた
ハイブリッド方式で開催しています。

■口頭発表は全１４演題あり、第１部は感染症、第２部は精神保健・孤独死、第３部は健康づくり・母子保健・難病の分野に関し、取組や研
究の成果等、幅広い発表がありました。

令和７年１月2０日（月）開催
主催：地域保健推進課
共催：県民生活環境課

参加者の声

○新たに知る県の取り組みであったり、それぞれの
地域の現状や課題を知ることができて、参考になっ
た。

○発表者としてはじめて参加させていただき、大変
勉強になりました。参考になる取り組みばかりだっ
たので、もっとできるだけ多くの方が参加できるよ
うに組織的に配慮ができればとおもいます。

○研究会の企画や連絡調整、発表者のスライドや発
表内容、態度などとても良かったと思います。

○県と市町のコラボ部門があると面白いのではない
でしょうか。

今年度も審査員及び参加者による審査で
「優秀賞」を選考しました。
受賞おめでとうございます！！！
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